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第 1 号議案 
 

令和７年度 事業計画（案）及び収支予算（案）承認の件 
 

 「日本のロータリーの情報センターになる」との基本理念の基、創立 50 周年を機に進めて参

りました２階展示室のリニューアル工事及び各種事業もほぼ終了し、令和 7 年 4 月に開催いたし

ました例祭において最終的な報告をさせて頂きました。    
 今後はこれらのツールを利用し、「全国のロータリアンへ記念館の情報をとどける」を目標と

し、全国のロータリークラブ及び関係団体に対して積極的に PR 活動を行い、改めて全国のロー

タリアンの皆様に米山梅吉の思想を学んで頂くために、来館して頂けるように務めてまいります。 
 今年度は、この目標実現に向け、次の重点施策に積極的に取り組んでまいります。 

 
１．重点施策 

 
 （１）収支の改善と安定化 

将来にわたって記念館が有意義な事業を継続していくためには、経済的、人的基盤の確立が

不可欠です。そのため、米山梅吉記念館コーポレーター及びフェローの獲得に力を入れてまい

ります。また、米山梅吉記念館コーポレーター及びフェローを継続的に登録して頂く為のツー

ルとして 登録者名簿、顕彰制度、寄附制度の周知、送金方法の簡素化等について検討してま

いります。  
 

（２）広報活動の推進 
展示室のリニューアルが完了し、新たなＰＲ用ＤＶＤ及び周辺観光案内パンフレット等も整

い来館された皆様方に対しての準備は整いました。今後は、如何に PR し多くの方々に記念館

を知って頂き、来館を促進する事が出来るかが課題となります。 
今年度は、各役員の皆様方にご協力頂き、全国のロータリークラブ及び関連団体への PR 活

動を実施して参ります。 
今後は、SNS の充実を計る為ホームページを刷新し、動画の配信を積極的に進めてまいりま

す。 
 

 

  （３）事務局体制の改編 
    記念館の安定的な運営を継続していくためには、収入増加による経済的基盤の強化と同様に、

組織的な対応を可能とする最低限の人員確保が必要です。 
これまで記念館の職員については、職員 2 名により対応してまいりましたが、今後、記念館

が全国的な組織を目指すに当たり、取り組むべき課題への対応や職員の処遇改善を考慮し、職

員 3 名による体制整備を進めます。 
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２．通常業務 

 

（１）米山梅吉記念館の設置・運営、資料の蒐集、展示 

 ① 米山梅吉及びロータリーに関する書籍、資料の蒐集。 

 ② 蒐集した資料の整理、研究を進める。 

③ 企画展の随時開催や映像展示の充実などにより、来館者への対応を拡充する。 

④ 記念館周辺の施設案内などのパンフレットを配布し、来館者の利便を図る。 

⑤ 一階ホールを移動例会場・研修会場として開放する。 

 ⑥ ロータリークラブ全国組織、地元企業、近隣趣味サークル等への会議・交流の場としてホー

ルの活用促進を図る。 

 ⑦ ホームページやＳＮＳ、近隣市町の広報等を利用し、情報を発信する。 

 

（２）米山梅吉の思想を普及するための講演会開催及び印刷物の刊行  

① 毎年２回（春・秋）米山梅吉の思想または公益に関する講演会を開催する。対象は一般とす

る。 

② 春・秋の年２回、館報を発行し、全国のロータリークラブ及び関係者に配布する。 

③ホームページや館報などを通じて、講演会や館報の周知を図る。 

 

（３）米山文庫の運営 

 ① 図書閲覧室を開設し、幼児から中学生を対象とした図書閲覧及び書籍の貸し出しを行い読書

教育の普及を図る。 

 ② 長泉町立図書館との連携を進め、地域の公立図書館事業の推進に寄与する。 

 ③ 定期的に読み聞かせの会・カルタ会等を開催する。対象は一般とする。 

④ ポスターやチラシ等を作成し、近隣自治体や幼稚園・学校に広報し、文庫活用の促進を図る。 

 

（４）記念館の運営 

 ① 組織化された業務執行体制を確立させる。 

② 効率的な予算編成・執行に努める。 

   ③ 運営に関する諸規定整備を進める。 

 

令和６年度 事業計画（細目） 

 

１. 例祭の開催 

   秋季例祭   令和 7年 9月 20 日（土） 

   春季例祭  令和 8年 4月 18 日（土）   
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２. 会   議 

   理事会   年４回 

   評議員会  年 1回 

     運営委員会 適  宜 

３. 地域ロータリークラブとの連携 

  1. 施設の定期的な利用による地域ロータリークラブ活動の支援 

   2. 施設環境整備奉仕活動を通じた連携の強化   

４. 来館誘致事業 

   1. 全国のロータリークラブ及び関連施設への誘致活動 

   2. 来館クラブ・来館者への対応（学芸員・館役員・運営委員） 

   3. ホールの利用促進 

移動例会、ロータリー米山記念奨学会の会議、研修及びロータリー関連の会議、研修の場

としての活用の促進 

近隣の趣味サークル等への会議・交流の場としての活用の促進 

   4. 周辺ガイドマップの活用 

５. 運営費促進事業 

  1. 米山梅吉記念館コーポレーター制度の周知、募集 

  2. 米山梅吉記念館フェロー制度の周知、募集 

  3. 全国 34地区 各クラブ周年事業等による特別寄附の要請 

  4. ロータリー米山記念奨学会への対応 

  5. 寄付に対する報奨制度及び送金方法の簡素化の検討 

 ６. 情報発信事業 

  1. ホームページの更新・整備 

   2. SNS の運用 

   3. 「ロータリーの友」、「ガバナー月信」等への情報提供及び掲載 

   4. 館報の発行（春号・秋号）及び発送 

   5. 米山梅吉研究会の企画・運営 

   6. 記念館関連の出版図書の販売 

   7. 米山グッズ・バナー・DVD の販売 

７. 米山文庫の管理、運営 

   1. 米山文庫の運営 

   2. 文献事業の充実 

   3. 利活用の PR及び促進 

 ８. 書庫の整備・管理 

   1. 蔵書の拡充 
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   2. 貸出要請への対応 

   3. 書籍の電子化の推進 



令和7年度収支予算書内訳表
                                  令和7年7月1日から令和8年6月30日まで

公益財団法人米山梅吉記念館 （単位:円）

科目 公益目的事業会計 法人会計 内部取引等消去 合計
I一般正味財産増減の部
 　1.経常増減の部
　（1）経常収益
　　①基本財産運用収入 10,000 10,000

　　基本財産利息収入 10,000 10,000
　　②特定資産運用収入 10,000 10,000

　　特定資産運用収入 10,000 10,000
 　 ③賛助会費収入 5,000,000 5,000,000

賛助会費収入 5,000,000 5,000,000
  　④研修補助金収入 2,000,000 2,000,000

　研修補助金収入 2,000,000 2,000,000
　　⑤寄付金収入 9,500,000 3,000,000 12,500,000

　地区寄付金収入 3,500,000 3,500,000
　特別寄付金収入 5,000,000 3,000,000 8,000,000

100円募金寄付金収入 500,000 500,000
   施設寄付金収入 500,000 500,000

　　⑥普及事業収入 500,000 500,000
　　　 普及事業収入 500,000 500,000
 　 ⑦雑 収 入 110,000 110,000
       受 取 利 息 10,000 10,000
       雑   収   入 100,000 100,000
 経常収益計 17,130,000 3,000,000 0 20,130,000
 (2)経常費用
   　事業費

給  料 手  当 7,310,000 7,310,000
法 定 福 利 費 710,000 710,000
福 利 厚 生 費 150,000 150,000
旅 費 交 通 費 1,090,000 1,090,000
通    信    費 600,000 600,000
事     務   費 390,000 390,000

　　 　記念館修理費 1,000,000 1,000,000
水 道 光 熱 費 1,820,000 1,820,000
普     及   費 700,000 700,000
館 報 発 行 費 1,500,000 1,500,000
記念館運営諸費 1,350,000 1,350,000
文庫運営諸費 400,000 400,000

委     託   費 1,000,000 1,000,000
活　　動　　費 1,000,000 1,000,000
雑          費 180,000 180,000
50周年事業費 24,088,726 24,088,726

   　管理費
給  料  手  当 1,290,000 1,290,000
法 定 福 利 費 150,000 150,000
福 利 厚 生 費 30,000 30,000
会     議   費 400,000 400,000
旅 費 交 通 費 610,000 610,000
通     信   費 120,000 120,000
事     務   費 10,000 10,000

　　 　記念館修理費 100,000 100,000
水 道 光 熱 費 180,000 180,000
慶     弔   費 100,000 100,000
雑          費 20,000 20,000

 経常費用計 43,288,726 3,010,000 0 46,298,726
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 26,158,726 △ 10,000 0 △ 26,168,726
投資有価証券評価損益等
 当期経常増減額 △ 26,158,726 △ 10,000 0 △ 26,168,726



科目 公益目的事業会計 法人会計 内部取引等消去 合計
 2.経常外増減の部

　（１）経常外収益

　経常外収益計 0 0 0 0
　（２）経常外費用

　経常外費用計 0 0 0 0
　　当期経常外増減額 0 0 0 0
　 他会計振替前当期一般正味財産増減額 △ 26,158,726 △ 10,000 0 △ 26,168,726
　他会計振替額 0 0 0 0
　当期一般正味財産増減額 △ 26,158,726 △ 10,000 0 △ 26,168,726
　一般正味財産期首残高 348,224,651
　一般正味財産期末残高 322,055,925
Ⅱ指定正味財産増減の部

　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 0
　　　指定正味財産期末残高 0
Ⅲ正味財産期末残高 322,055,925
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